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先修条件

専門分野Ⅱ 小児看護学概論

授業科目 小児看護学概論 必修
担当責任者

髙氏美奈子

　　3)心理社会的発達

　　小児看護学概論では、変化する社会の中で子どもの人権を守り、子どもと社会の
　おかれている状況を的確に判断し、成長･発達やさまざまな健康状態に応じた看護
　を考えていく必要がある。この科目では、子どもの特徴と小児看護の概念を理解
　し、子どもの成長･発達と健康増進のための看護を学ぶ。また、小児保健統計を踏
　まえ、子どもを保護する法律や保健対策を理解する。

授業計画・授業内容

　　

　　1) 小児看護の目的・目標

　　2)子どもの特徴と小児看護の変遷　

　　3)子どもの人権と看護

　Ⅰ．小児看護の特徴と理念

　　　生命倫理・児童憲章・児童の権利に関する条約

　　4)子どもと家族の諸統計

　Ⅱ．子どもの成長と発達　

　　1)成長発達の原則

　　2)形態的成長・機能的発達　　　

　Ⅵ．子どもの安全　　　事故防止

　　　認知、情緒、社会性、コミュニケーション、遊び、発達課題

　　4)発育・発達の評価

　Ⅲ．子どもの栄養

　Ⅳ．子ども各期の特徴と看護　　　　

　　　ボウルビィ愛着理論、ピアジェ認知発達、　エリクソンの自我発達

　新生児：栄養、感染予防

　幼児期：基本的生活習慣の確立、運動と遊び、情緒の分化

　乳児期：母子関係の確立、母子分離不安

　学童期：セルフケアの発達、学校と適応、学習と遊び、第二次性徴

　思春期：セルフケアと保健教育、親からの自立、問題行動と家族機能

　Ⅴ．子どもを取り巻く環境　

　　1)子どもと家族　　2)子どもと社会

　小児看護学１・２／医学書院

　筆記試験

　基礎看護学9科目の履修

　Ⅶ．小児保健の動向と対策　　　

　Ⅷ．現代の子どもの諸問題

　Ⅸ．子どもの虐待と看護

　試験

　　　小児保健医療福祉に関する法律と政策


